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CCFFRRPP接接着着補補修修・・補補強強のの
ははくく離離照照査査指指標標にに基基づづいいたた設設計計手手法法

CFRP接着接合では、十分な段差長をとることで、接着端部のせん断応力が低下し、はく離
耐力が向上する。接着端部のせん断応力は、部材寸法・材料定数によって収束する値がある
ため、最適な段差長が存在する。
本技術では、CFRP端部のはく離に対する照査指標の一つであるエネルギー解放率を基準

として、最適な段差長の設計方法を提案した。せん断遅れ理論を用いて導出した段差長とせ
ん断応力に関する方程式を整理して、段差長の算出式を導出した。ただし、算出式は煩雑な
数式となったため、実務で利用しやすいように近似式を設計で用いる提案式としている。
従来の有限要素解析による設計では、対象の鋼部材や接着するCFRPが変わると、段差の

検討をやり直すために再度パラメトリック解析を行う必要がある。一方、提案式では、部材寸
法および材料定数の項が計算に含まれるため、提案式のみで設計できる。

• 劣化した鋼部材の補修・補強技術

• CFRP接着接合の設計手法
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劣化した鋼部材の補修・補強工法の一つであるCFRP接着は、接合端部がはく離しないよう
に設計する必要がある。CFRP接着のはく離対策として端部に段差を設ける場合には、有限
要素解析や実験により、設計が提案されている。このような設計は、補修・補強対象や使用す
る材料が決まっている場合には有効であるが、汎用的な設計は行えない。本技術では、理論
的に応力解析を行い、最適な設計手法を提案した。

部材寸法・材料定数ごとにパラメト
リック解析を行い段差長lsを決定
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有限要素解析による設計
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提案式による設計

部材寸法・材料定数は上式の係
数c， ξ1に含まれる

鋼部材
CFRP

段差長lsが長ければ端部応力τeが
低減する
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